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研究成果の概要（和文）： 

介護保険の重要な支え手であるホ－ムヘルパ－（資格名としてはホ－ムヘルパ－を含めてさ

まざまあるが、ここでは介護職の職名としてホ－ムヘルパーの名称を使用する）の実態を調査

し、非正規・不定期な「女性の仕事」とされているホ－ムヘルパ－が、働きやすい仕事となる

ような条件を探ることを目的として研究に着手した。 

調査の結果、ホ－ムヘルパ－として働く女性たちは、他職種からの転職・中途採用であって

も正規雇用・管理的職階に付くことのできる「非伝統的職種」であるホ－ムヘルパ－に強い魅

力を感じていること、しかし一方で、介護保険制度によって規定されざるを得ないホ－ムヘル

パ－の労働条件の悪さに不満を持っていることが明らかになった。 

今後の研究課題として、介護保険制度の検討が必要であること､そのための提言を行う必要が

あることが明らかとなった。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

Through the social research of care workers, who are important supporters of elderly 

care insurance, the research is initiated with the objectives of finding the friendly 

work environment for care workers who are typically regarded as irregular and/or 

part-time "Women's Job" .  

The results reveal that these care workers consider the job to be significantly 

attractive to them since it is regarded as a non-traditional in classification and 

therefore even changing to it from different classified jobs as a job-changers or 

with different background, there would be opportunities to become a regular employee 

or even manager, while being unsatisfied with the severe working conditions.  

 For the next issue of our research,discuss of elderly care insurance itself is 

necessary. 
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１． 研究開始当初の背景 
 研究開始当時は、介護保険実施後６年が過
ぎ、制度の利用者が増加しつつあった。しか
しその介護保険の重要な支え手であるホ－
ムヘルパ－（資格名としてはさまざまあるが、
本研究では職名としてホ－ムヘルパ－を使
用する）の労働条件は整備されていないまま
である。ホ－ムヘルパ－の多くは、中高年の
子育て後の女性が、非正規・不定期な労働と
して従事している。つまりホ－ムヘルパ－と
は、「ジェンダ－規範」により「女性の仕事」
とされている。その実態を調査し、ホ－ムヘ
ルパ－にとって働きやすい労働現場を実現
することは､社会福祉の緊急の課題の一つと
されていた。 
なお、研究に着手した 2007 年の 6月にはコ
ムスン事件が起こり、介護労働の労働条件の
悪さは世間に広く周知されることとなり、介
護労働者の労働条件を改善することは社会
的な関心事となった。本研究のテ－マは、よ
り緊急な課題となり、社会的な関心を呼ぶに
至ったという経過があった。 
 
２．研究の目的 

（１）介護保険実施の重要な担い手である
ホ－ムヘルパ－の実態を明らかにすること、
就業環境と条件だけではなく、ホ－ムヘルパ
－の中心となる労働力を構成している中高
年の女性ホ－ムヘルパ－が抱える広範な生
活問題を含む実態を明らかにすること、それ
によりホ－ムヘルパ－という仕事を、働きや
すい価値ある仕事に変える可能性を検討す
ることが本研究の目的である。女性ホ－ムヘ
ルパ－の生活問題を含む広範な実態とは、家
庭役割と労働、子育て後の再就職問題、前職
との関わり、働きがいの問題等、ジェンダ－
から派生する諸問題である。ホ－ムヘルパ－
として働くことが「女性としてのライフコ－

ス」にどのように位置づけられているのかを
明らかにすることである。 
 
（２）また最終的な研究目的として、介護

保険が利用者にとってより有効な制度とな
るように改革するための提言をすることで
ある。具体的には、①ホ－ムヘルパ－を含む
介護サ－ビス事業のあり方について、介護労
働者と利用者双方の視点から検討すること、
②介護労働を規定する介護保険の介護報酬
制度を検討すること、を目的としてあげるこ
とができる。 
 
３．研究の方法 
（１）多様な施設・機関で働くホ－ムヘルパ
－を対象とした聞き取り調査を行った。調査
を行った期間・施設は、民間の介護サ－ビス
会社、NPO による介護サ－ビス提供機関、各
種生協等の公的性格を持つ機関・各種高齢者
福祉施設であり、総数にして約１２０名の女
性ホ－ムヘルパ－に聞き取り調査を行った。 
 
（２）特徴的なホ－ムヘルプ活動を行ってい
る自治体を選択して調査を行った。本研究で
は長野県栄村を選び、ホ－ムヘルパ－を対象
とした聞き取り調査、行政担当者・村長への
聞き取り調査を行った。 
 
（３）働きやすい（と想定できる）施設・機
関を選択して、そこで働くホ－ムヘルパ－に
聞き取り調査を行い、働きやすい条件につい
ての実態を調査した（２箇所の高齢者入居施
設・１箇所の機関(社会福祉協議会)で聞き取
り調査を行った）。 
 
（４）それらの調査結果を比較検討して、女
性ホ－ムヘルパ－の抱える困難について、ま
た働きやすく、長く働ける条件について検討



を加えた。介護保険の制度上の問題点、介護
サ－ビス事業所における影響についても検
討を加えた。 
 
４．研究成果 

聞き取り調査から、以下のことが明らかに
なった。 

（１）ホ－ムヘルパ－として働く人の多数
は、国家資格である介護福祉士ではなく、ま
たヘルパ－資格のなかでも取得が比較的難
しいヘルパ－１級でもなく、「ヘルパ－２級」
という、取得することが容易な資格を持つ
「主婦」である。つまり介護保険を支える介
護労働の主力は、「ヘルパ－２級」の「主婦」
である。 

 
（２）そのホ－ムヘルパ－の雇用形態は、

約半数が「正規」と予想外に正規が多い。つ
まりホ－ムヘルパ－とは、従来の「伝統的な
職種」と異なり、他職種からの転職であって
も、中途採用であっても、正規雇用されて管
理的職階に付くことのできる希有な職種で
あり、従来の女性の働き方には見られなかっ
た職種である。それゆえに、子育て後に再就
職を希望する女性等にとっては、魅力的な、
やりがいのある仕事となっている。 

 
（３）しかし、ホ－ムヘルパ－にとっての

「正規」とは、従来の「正規雇用」を拡大し
た、多様な雇用形態を含有した新しい概念で
あることが明らかとなった。一定の労働時間
と社会保険の有無を正規雇用の条件とする
ならば、ボ－ナスがない（あるいは少ない）
正規、有期限の契約による正規、という雇用
形態が存在すし、さらに雇用形態の多様化は
進みつつある。 

 
（４）一方で、介護保険制度下における介

護報酬の規定により、ホ－ムヘルパ－の労働
条件はきわめて厳しい。多くのホ－ムヘルパ
－は、それに不満を持っていて、ホ－ムヘル
パ－が短期で、転職の多い仕事である最大の
原因となっている。特に、パ－トや非正規で
はなく、責任を持って仕事を任されている正
規のホ－ムヘルパ－ほど、労働と雇用条件が
合わないと感じている。ホ－ムヘルパ－が働
く現場はいろいろであるが、なかでも小規模
の民間の介護サ－ビス事業所で働くホ－ム
ヘルパ－の労働条件が、他の事業形態と比べ
て厳しいことが明らかとなった。 

 
（５）小規模な自治体にとっては、介護保

険の運営はきわめて困難である。民間企業の
参入による「介護の市場化」が展開されにく
いからであり、民間に期待をしない自治体独
自のサ－ビスを展開せざるを得ない。近隣の
助け合い精神に基づいた「女性のボランタリ

－な介護活動」が期待されざるを得ない状況
がある。 
 
またそれらの結果分析から、以下のことが

次の研究課題として明らかとなった。 
 
（１）介護保険の制度の問題点を明らかに

して検討を加えること。特にホ－ムヘルパ－
に代表される介護労働やそのとりまとめを
行う介護サ－ビス事業所の運営を左右する
介護報酬のあり方を検討することが必要で
あること。 
 
（２）介護労働を規定する「ジェンダ－規

範」に代表される「女性の仕事」のあり方に
検討を加えること。例えば、他の「女性の仕
事」(例えば、ス－パ－マ－ケットのパ－ト
社員等)との比較検討を行うことも必要であ
ること。 
 
（３）インドネシア・フィリピン両国との

経済協定による、「外国人介護福祉士の導入」 
が度々取り上げられているが、外国人による
介護労働の実態を調査する必要も生じてい
る。現状ではインドネシア・フィリピン両国
の介護福祉士は誕生していないが、「研修生」
として介護労働に従事しているものがいる
し、また介護労働に従事している日系ブラジ
ル人が多いという報告もある。これらの実情
を調査することも緊急の課題である。 
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